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垣花ら(垣花 清水 垣花ほか, ,1994,1995;
,1993 Cabri)は を証明問題に使用した場合の
生徒の活動 特に 測定値 と 動的な扱い、 「 」 「 」
を利用する意義を明らかにすることを目的と
して研究を行っている。使用した課題例は次
の通りである(垣花 清水 )。, ,1995
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問題：右の図で、線分 、 、 、 の中点を、AB AC DB DC






















































問題：△ で、点 は辺 の中点、点 はABC M BC P AM
上の点である。点 を通り に平行な直線がP AB BC














































































Norman 1996 artifact( )は、道具（ ）を使って
課題（ ）に取り組んでいる人間の捉え方task


































































































える。さらに線分 上に点 がある場合、AB C
拡大・縮小の変換が組み合わさったもののよ








例えば△ の辺 上に点 をとる。ABC AB D
点 を通り、辺 に平行な直線を引き、D AC












































































































































































す［以上を らはOlivero ascending contorol


























Olivero lieu muet draggingらは、特に に注






















































待する このことは清水・垣花( )でも 問。 「1999
題のつながりを考える活動」の例として挙げ





















図８は点 を点 の方に向かってドラッグD A
している様子を表したものである。このよう
































































































































でも線分 、 を、コマンドを使わず視覚PS PR
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